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　白石市の最高齢者
佐藤よしさん（大鷹沢）
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「敬老の日」は昭和41年から祝

日として加えられました。

この行事は、昭和26年から

「としよりの日」の名称で実施

され、昭和39年からは．「老入福

祉法」の制定によって「老人の

日」に変わり、41年に現在の「敬

老の日」に改められました。

永い闘社会のために、貢献さ

れた老人の万々が、健康で住み

よい幸せな生きがいのある老後

を過ごされる老人対策が急務で

あると考え、市では、暮し、健

康、生きがいの三つの柱を重点

目標として老人福祉の充実に努

力しております。
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三
度
の
食
事
を
し
て
規
律
正
し
い
、
　
と
し
て
、

人
生
百
年
の

　
　
　
　
夢
を
か
な
え

　
ま
ず
健
康
の
管
理
の
た
め
老
人
健

康
診
断
の
実
施
、
家
庭
奉
仕
員
に
よ

る
巡
回
奉
仕
、
ね
た
き
り
老
人
に
対

し
て
移
動
入
浴
車
の
配
置
、
六
十
歳

以
上
の
方
々
に
自
由
に
利
用
で
き
る

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
等
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

　
人
生
五
十
年
と
言
わ
れ
た
平
均
寿

命
も
年
々
の
び
て
、
市
内
で
八
十
代
五

百
三
十
九
名
、
九
十
代
四
十
三
名
、
九

十
九
歳
一
名
の
長
寿
者
が
お
ら
れ
、

私
達
誰
も
が
願
っ
て
お
っ
た
、
人
生
百

年
の
声
を
か
な
え
る
の
は
も
う
少
し
。

　
そ
の
入
、
佐
藤
よ
し
さ
ん
は
大
磨

沢
大
町
で
元
気
そ
の
も
の
で
、
三
度

．
ξ

本
当
に
よ
い
意
味
で
の
お
年
寄
り
で

す
。

　
何
時
ま
で
も
若
く
あ
り
た
い
と
言

う
希
望
は
、
誰
し
も
持
っ
て
お
り
ま

す
が
、
誰
に
と
っ
て
も
避
け
る
こ
と

の
出
来
な
い
老
後
を
如
何
に
過
す
か

が
、
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
夫
婦
を
中
心
と
し
た
、
核
家
族
化

に
よ
り
従
来
の
家
族
制
度
が
崩
壊
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
住
宅
事
情
の

悪
化
、
生
活
費
の
高
騰
に
よ
り
、
ま

す
ま
す
、
老
人
の
お
か
れ
て
い
る
立

場
が
き
び
し
く
複
雑
さ
を
加
え
て
い

ま
す
。

医
療
費
は
全
額
無
料

　
安
心
し
て
医
者
に
か
か
ら
れ
る
よ

う
に
、
七
十
歳
以
上
の
老
人
を
対
象

　
　
　
　
医
療
費
の
全
額
無
料
化
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

老
人
健
康
診
査
の
実
施

　
老
人
の
疾
病
を
早
期
に
発
見
し
、

早
期
に
治
療
出
来
る
よ
う
に
、
老
後

の
健
康
保
持
の
た
め
、
疑
い
の
あ
る

人
に
対
し
て
精
密
検
査
を
行
い
ま
す
。

霧

ピ
L

98歳の川村なつさん（自川）

　
対
象
は
、
六
十
歳
以
上
の
方
々
で
、

費
用
は
全
額
市
で
負
担
い
た
し
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
の
無
料
利
用

　
老
人
い
こ
い
の
場
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
、
そ
し
て
教
養
の
場
と

し
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
利
用
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
市
内
居
住
者
で
、
六
十
五
歳
以
上

の
方
々
に
対
し
て
、
無
料
で
利
用
出

来
る
、
利
用
証
を
交
付
し
て
お
り
ま

す
。

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介

　
定
年
後
の
生
き
甲
斐
対
策
の
一
端

と
し
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
々
を
対

象
と
し
て
、
希
望
者
に
就
職
の
斡
旋

を
し
て
お
り
ま
す
。

　
毎
月
の
広
報
紙
相
談
日
欄
に
相
談

日
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

　
六
十
歳
以
上
の
方
で
、
心
身
の
障

害
や
、
ね
た
き
り
老
人
に
対
し
て
家

ム
　
ヘ
ゆ
パ
リ

庭
奉
仕
員
が
訪
問
し
て
、
食
事
の
世

話
、
洗
濯
、
掃
除
そ
の
他
身
の
ま
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
し

り
の
世
話
を
し
て
お
り
、
五
名
の
家

ム
　
ヘ
ル
パ
ヨ

庭
奉
仕
員
が
、
二
十
七
世
帯
の
お
世

話
を
し
て
い
ま
す
。
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明
治
九
年
生
れ

佐
藤
　
よ
し
　
大
鷹
沢

　
明
治
十
年
生
れ

川
村
　
な
つ
　
白
　
川

　
明
治
十
｝
年
生
れ

村
上
　
と
く
　
後
小
路

　
明
治
十
一
一
年
生
れ

高
橋
今
朝
吉
　
白
　
川

二幅ヂ

九
十
九
歳

九
十
八
歳

九
十
七
歳

九
十
六
歳

若い人達に負けないように・………・・高齢者大学開講

村
上
　
と
く
　
斉

　
明
治
十
三
年
生
れ

山
谷
　
ま
し
　
福

　
明
治
十
四
年
生
れ

甲
羽
　
よ
ね

佐
藤
む
る
よ

山
田
　
ま
き

鹿
又
よ
し
の

川

九

十
六
歳

岡
　
九
十
五
歳

南
小
路
九
十
四
歳

越
　
河
　
九
十
四
歳

郡
　
山
九
十
四
歳

福
　
岡
九
＋
四
歳

　
明
治
十
五
年
生
れ

門
馬
　
た
ゑ
　
福
　
岡

中
村
　
も
ん
　
長
　
町

　
明
治
十
六
年
生
れ

大
槻
　
熊
治
　
桜
小
路

長
谷
川
み
ち
よ
兀
山

安
藤
　
む
な
　
堂
場
前

上
西
清
八
　
本
　
町

　
明
治
十
七
年
生
れ

岩
松
　
い
し
　
小
　
原

小
室
長
寿
福
岡

加
藤
　
む
る
　
葛
西
丁

山
本
　
や
す
　
北
寺
前

島
貫
ま
つ
の
　
白
　
川

佐
藤
　
さ
め
　
小
下
倉

村
上
　
　
茂
　
大
　
平

平
間
な
つ
い
　
斉

石
川
　
せ
い
　
福
　
岡

渡
辺
　
志
ん
　
中
　
町

菅
野
清
四
郎
　
福
　
岡

菊
地
　
か
の
　
鷹
巣

九
十
三
歳

九
十
三
歳

九
十
二
歳

九
十
二
歳

九
十
二
歳

九
十
二
歳

九
十
一
歳

九
十
一
歳

九
十
一
歳

九
十
一
歳

九
十
一
歳

九
十
一
歳

九
＋
一
歳

九
＋
一
歳

九
＋
一
歳

九
＋
］
歳

九
＋
］
歳

九
＋
一
歳

川
村
　
は
な

小
室
　
み
ゑ

根
来
志
可
の

奥
山
す
げ
し

佐
藤
　
又
蔵

上
西
ち
可

佐
久
間
藤
七

外本福南清福長
蘇　小奈
路町岡路路岡町

、．

夢・・

　
　
鷺

明
治
十
八
年
生
れ

片
平
　
志
の

遠
藤
金
治
郎

斎
藤
け
さ
よ

大吉佐佐早
槻野藤藤坂

オトままた
チメささけ

九
十
一
歳

九
＋
一
歳

九
＋
一
歳

九
十
］
歳

九
＋
】
歳

九
＋
一
歳

九
＋
一
歳97歳の村上とくさん（白石

越福後福兀福大葛
　　小　　　鷹西
河岡路岡山岡沢丁

九九九九九九九九
十十十十十十十十
歳歳歳歳歳歳歳歳

　
（
生
年
月
日
順
・
敬
称
略
）

　
九
十
九
歳
の
よ
し
さ
ん

　
　
　
　
　
　
大
い
に
語
る

　
今
の
若
い
者
は
、
う
ま
い
物
を
腹

一
杯
食
べ
て
、
楽
を
し
て
暮
ら
し
て

い
る
。
こ
れ
で
は
長
生
き
が
出
来
ま

せ
ん
．

　
昔
か
ら
よ
く
言
れ
て
お
る
と
お
り
、

「
早
寝
、
早
起
き
、
腹
八
分
目
」
を
実

行
し
て
い
る
だ
け
で
す
と
言
う
。
若

い
入
は
大
い
に
働
き
な
さ
い
と
…
…

　
明
治
九
年
生
れ
、
九
十
九
歳
と
は

ど
う
し
て
も
思
え
な
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

で
す
。
辛
抱
で
働
き
者
の
善
六
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
、
十
八
歳
で
嫁
ぎ
、
十
人

の
子
供
が
お
り
、
お
産
は
産
婆
が
い

な
い
の
で
、
自
分
で
取
り
あ
げ
、
産

後
三
日
目
に
は
畑
仕
事
に
精
出
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
や
し
¢
「
一

お
っ
た
と
い
う
、
現
在
玄
孫
ま
で
数

え
一
〇
五
人
、
今
だ
に
ど
こ
の
誰
か
、

は
っ
き
り
解
る
そ
う
で
す
。

　
じ
い
さ
ん
と
二
人
で
、
山
を
伐
り

開
き
現
在
の
田
畑
に
し
た
と
当
時
を

思
い
お
こ
し
て
い
る
。
一
方
子
供
達

の
教
育
、
し
つ
け
は
厳
し
く
、
五
百

米
先
き
の
狸
穴
部
落
ま
で
も
聞
こ
え

る
よ
う
な
大
声
で
叱
っ
て
い
た
と
今

で
も
部
落
の
語
り
ぐ
さ
と
な
っ
て
い

る
。
敬
老
の
日
を
迎
え
、
白
石
市
の

誇
り
と
し
て
い
つ
ま
で
も
長
生
き
さ

れ
る
よ
う
望
ん
で
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
鰯
r

養
夕

画
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’

－
襲
畢
，
　
，
凝
，

睦
鋤
ぺ
勘
．

　
　
顎

　
　
蹉
語
　
」

　
耐
』
擁
艶
必
　
　
　
　
蘇

　
　
　
　
ヒ
　
や
ア
　
ぬ

　
　
仙
霧
用
憲

て
蝕

へ
』

一
、
．

メ
押
、

伊峯

董

二禿
蕩
幾

剛
．

膨

ガ
ふ
る
さ
と

白
石

　
　
夏
ま
つ
り
”

恒
例
の
白
石
夏
ま
つ
り

が
十
六
～
十
七
日
全
市
を

あ
げ
、
市
民
総
参
加
し
て

行
わ
れ
た
。
　
．
ふ
る
さ
と

白
石
踊
り
”
”
日
本
一
大
流

し
う
～
め
ん
大
会
”
．
白
石

わ
ん
こ
う
～
め
ん
大
会
”

と
新
し
い
企
画
を
取
り
入

れ
た
、
ふ
る
さ
と
白
石
夏

ま
つ
り
は
い
つ
ま
で
も
私

達
の
心
の
な
か
に
…
…
…

綴
！

騨
甦
騰
礪
．

姦
解

轟
鰭イ

躍
脳
　
騨

　
㌧
「
　
、
覧
　
・
》

　
　
籍
嚢
　
醗
緋
薪
き
、
”

　
　
、
メ
　
轡
　
牡

．
欝
纐
望

－『

話㎏

つ

ユネスコ市民音楽会
　　　　　　　　　　　と　き　　9月21日　午後2時陸上自衛隊中央音楽隊　　ところ　白石市民会館

　　　　　　　　　　　　　　　　（入場無料）
主　催　白石ユネスコ協会・陸上自衛隊船岡駐屯部隊

後援　白石市

出演

4

呼
、
毒
～
戸

轟
、

［
［
　
　
7
　 ミニジャンボリー

　　　　　　　’仙南地区ボーイスカウト大会が、擢
黎
，

．一ザ大綱地区において、3泊4目のテント

　　　　　　により160名参加して開かれた。

愚．簿肇繋灘欝
目のテント生活〆魂報．，・鍮

趾し　　盤幽幽

｝
ダ
　
　
　
’
弄
、

識艶

ぜ

　　購菰慈一藤蕊昂

鰭撚一　　糠鵡

　　　　灘，驕・

・蝿

！
一
，

－
、

麟

こどもを交通事故から守るために　　　9月22日～1ロ月1日

　　　　重点・標｛麟難驚謙進

③おかあさんがお手本を

⑦横断は・ゆっくり待って1

　　さっさと渡る

②勲物のないよう点検を

　　②

⑥と碧牌㌔離まれない

0葵き灘

0道路であそばせない

5



市
史
資
料
お
か
し
く
だ
さ
い

　
，
、
－
資
料
篇
の
発
行
も
う
少
し
お
待
ち
を
ー

　
「
史
跡
散
歩
」
を
い
つ
も
御
愛
読
頂

き
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
秋
に
発
刊
配
本
す
る
予

定
だ
っ
た
「
白
石
市
史
別
巻
考
古
資

料
篇
」
は
、
新
資
料
の
発
見
そ
の
他

の
事
情
で
脱
稿
が
遅
れ
て
お
り
、
発

刊
は
越
年
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

誠
に
申
訳
な
く
存
じ
ま
す
が
、
多
少

遅
れ
て
も
立
派
な
後
世
に
遺
る
も
の

を
と
い
う
方
針
で
す
の
で
暫
ら
く
お

待
ち
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
篇
の
予
約
〆
切
日
は
も

う
過
ぎ
ま
し
た
が
、
多
少
の
余
分
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
当
分
ど
な
た

で
も
予
約
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
市

史
予
約
者
で
一
応
お
確
め
の
上
申
込

ま
な
い
向
は
、
申
込
み
下
さ
い
。

　
現
在
第
一
巻
通
史
の
編
纂
に
取
り

か
か
っ
て
お
り
ま
す
が
、
明
治
・
大

正
・
昭
和
の
資
料
が
少
な
く
て
心
配

で
す
。
旧
村
・
旧
郡
役
所
・
旧
農
会

の
記
録
、
印
刷
物
、
チ
ラ
シ
、
旧
藩

時
代
の
古
文
書
、
古
新
聞
、
そ
の
他

何
で
も
、
断
片
で
も
結
構
で
す
。
次

の
所
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
、
つ

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
記

○
白
石
市
図
書
館
内
（
智
因
三
9
四
）

　
市
史
編
墓
室
　
飯
　
沼
　
寅
　
治

口
は
匿
」
難
器
即
鰯
1

　
白
石
市
白
北
地
区
県
営
ほ
場
整
備

事
業
お
よ
び
、
蔵
王
町
南
土
地
改
良

事
業
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
伴
い
、

白
石
市
と
蔵
王
町
の
境
界
の
】
部
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
治
省
告
示
百
六
十
三
号
に
よ
り
、

地
方
自
治
法
の
規
定
で
、
白
石
市
と

蔵
王
町
と
の
境
界
を
次
の
よ
う
に
変

更
に
な
り
、
八
月
一
日
か
ら
効
力
を

生
じ
ま
し
た
。

白
石
市
に
編
入
す
る
区
域

　
蔵
王
町
宮
字
神
合
六
の
二
、
八
の

二
、
九
の
三
、
　
］
○
の
三
、
字
井
戸

井
沖
｝
の
二
、
二
五
の
二
、
字
悪
土

一
二
の
二
、
五
九
の
二
、
字
一
本
松

西
二
の
二
、
三
の
三
及
び
こ
れ
ら
の

区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路

で
あ
る
国
有
地
の
一
部

蔵
王
町
に
編
入
す
る
区
域

　
白
石
市
福
岡
深
谷
字
鳥
越
前
北
五

七
の
二
、
六
四
の
二
、
福
岡
深
谷
字

鏡
田
一
二
の
二
、
一
二
の
三
、
字
沼

田
北
一
の
二
、
字
沼
田
南
二
三
の
二
、

二
四
か
ら
二
六
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の

区
域
に
隣
接
介
在
す
る
水
路
で
あ
る

国
有
地
の
一
部

9月の全市一斉消毒日程表

実施区別地区曜日月

全　　区

南町、田町、本町、中町
長町、亘理町、短ヶ町、
新町

西益岡、中益岡、東益岡
清水小路、寿町、柳町

全　　区

全　　区

全　　区

全　　区

本郷第1　本郷第2　本
郷第3、本郷第4、騰巣
上郡山

郡山、小下倉

東区、沖区

4区

越河土9．20

石白日21

石白日21

斎川

大平
大鷹沢

小原

月

火

木

土

22

23

25

27

石白日28

石

岡

川

白

福

白

日

日

日

28

28

28

上
綱

、
大

ら
　
、

べ
郎

尾
冶

、
弥

下
、
宮

滝
先
八

鎌
、

上
沢

滝
原
芹

岡福月29

南区、西区下、西
山根、下原、山の

区
上

北
区
下

岡福火30

不忘、蔵王ン召川原子
三住

岡福水10．1

5区3区区
区

ワ
】
7

区
区

ー
ハ
Q

lrI
白日5

　　　　　　実施上の注意

1．火気のある場所で使用しないこと。

2．食器、飼料、おもちゃ等に直接かけないよ
　うにすること。

3．消毒に従事される方は必ずマスクを使用す
　ること。

4．作業終了後は石けん水で、手・足・顔等を
　よく洗うこと。

れ

．

瀞繭　懸麟
妊

義甑貰

　襲
肖蹉馬

霧

欝
、

饗　ロの　㊥ビ
　γ硬項聾．ト毎

みんなで結核をなくしましょう　　　9月8日～9月23日

　　　　　　結核健康診断実施
　対象者　職場、学校で検診を受けている方や小学校入学前の幼児を除く全市民

　通知結核健康診断通知書は昭和50年6月20日現在の調査で作成しております。
　　　　その後、異動（転出入、就職、退職、卒業）にょり通知がない場合は、市
　　　　役所衛生課または出張所、分室にご連絡下さい。

6

難
．
し

亭
箋

議橡
　夢

．
『
　
詔

…か
ぬ制

朗ト疑婁
礎竃

ノ

獅
．

〆
㍗

暴
、

繭灘

“勤労青少年ホーム

スイトピー労働大臣賞受賞”

　勤労青少年ホーム、サークルスイトピ

ーの会員17名（会長八島茂夫）はリボン

フラワー作成を通じて会員相互の親睦を

はかり、真の友情と心の触れあう若者の

広場を実現し、作品を市の福祉施設へ寄

付したり、慰問するなど市民の方々から
感謝されてお皆）ます。

　講師の斎藤典子先生は長年に亘り無報

酬で指導に当り、今度の労働大臣賞受賞

の原動力となっております。

一一　一一ジ街め話題一一一一…一一一一

”青年会議所会員と

　　　女子高生座禅修業，，

　白石青年会議所主催により、先きごろ

白石女子高生、近所の子供、それに青年

会議所会員40数名が参加、傑山寺で朝の

座禅会が開かれました。

　午前5時半、時間厳守して、慣れぬ座

を組み、20分間の座禅修業を3回繰り返

し、参禅者は無我の境地に入る。静かな

本堂に住職が時おり打ちおろす警策の響

きが聞こえる暑中座禅会であった。

い
　
几

奄

や
、

肖
ダ
マ

秘
難

蓬さ
鱒
轟

白
石
城
跡

⑥
旧
藩
時
代
・
初
代
景
綱
の
こ
ろ

白
石
市
史
編
墓
委
員
飯

　
蒲
生
氏
郷
の
急
死
後
、
刈
田
郡
は

　
　
　
　
　
　
あ
ま
か
す
ぴ
ん
ヨ
至
な
ヂ
、

上
杉
領
と
な
り
甘
槽
備
後
清
長
力
白

石
城
主
と
な
っ
た
。
ま
も
な
く
秀
吉

が
病
死
し
て
天
下
の
形
勢
は
】
変
し

関
ヶ
原
合
戦
が
起
る
の
で
あ
る
が
徳

川
方
に
味
方
し
た
伊
達
政
宗
が
慶
長

五
年
（
一
六
〇
〇
）
七
月
に
陣
場
山

に
本
陣
を
お
き
、
二
十
四
日
西
軍
の

沼
　
寅
治

紙
写
真
は
大
櫓
下
の
石
垣
と
井
戸
）

市
街
地
を
拡
げ
て
、
本
町
か
ら
新
町

　
　
　
い
わ
ゆ
る

ま
で
の
所
謂
六
町
の
町
人
町
を
開
き
、

城
と
の
問
に
武
家
屋
敷
を
設
け
、
町

の
四
周
に
寺
院
を
配
置
し
て
防
備
と

す
る
な
ど
お
よ
そ
数
百
戸
の
城
下
町

を
完
成
し
た
。
長
い
戦
禍
に
苦
し
ん

で
い
た
町
人
た
ち
も
平
和
を
喜
び
、

白
石
城
を
総
攻
撃
す
る
事
と
な
っ
た
。
そ
の
建
設
に
協
力
し
た
も
の
と
思
わ

　
こ
の
戦
で
城
を
包
囲
し
た
伊
達
軍

は
城
下
町
に
火
を
放
っ
て
夕
刻
ま
で

激
し
い
攻
撃
を
加
え
た
が
、
城
へ
の

一
番
乗
り
は
蔵
本
村
一
本
木
か
ら
攻

撃
し
た
十
七
歳
の
片
倉
重
綱
だ
っ
た
。

　
　
　
ろ
ご
つ
じ
よ
マ
フ

　
翌
日
籠
城
軍
は
石
川
昭
光
・
片
倉

景
綱
を
頼
っ
て
降
服
し
開
城
し
た
。

（
市
史
④
m
頁
以
下
）
城
は
石
川
氏
が

一
時
預
っ
た
が
、
九
月
の
関
ヶ
原
合

戦
の
二
年
後
に
白
石
外
十
七
ヵ
村

（
現
在
の
白
石
市
城
か
ら
旧
白
川
村
を

除
き
、
旧
宮
村
を
加
え
た
地
域
V
は

片
倉
小
十
郎
千
三
百
貫
（
一
万
五
千

六
百
石
に
あ
た
る
）
の
知
行
地
と
な

り
、
明
治
維
新
ま
で
続
く
の
で
あ
る
。

　
片
倉
家
は
一
六
〇
三
年
二
月
に
白

　
　
　
　
　
　
か
ち
ゅ
う
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
げ
ん

石
に
移
っ
た
。
家
中
・
社
人
・
修
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ロ

寺
僧
や
町
人
な
ど
で
共
に
亘
理
郡
小

場
慰
方
か
ら
移
る
者
も
あ
り
、
白
石

城
下
町
の
復
興
拡
大
の
工
事
が
行
な

わ
れ
た
。
二
代
重
綱
は
父
景
綱
の
意

を
受
け
、
共
に
城
郭
を
整
備
し
（
表

れ
る
。
現
在
の
白
石
市
街
地
の
大
半

は
こ
の
時
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
初
代
景
綱
は
羽
州
（
山
形
県
）
長

井
の
生
れ
、
姉
喜
多
子
の
口
入
で
天

正
三
年
初
め
て
歩
小
姓
と
な
り
、
爾

ら
い来

政
宗
の
側
近
と
し
て
、
そ
の
創
業

に
参
画
し
数
々
の
戦
闘
に
大
功
を
立

て
、
更
に
政
宗
の
小
田
原
参
陣
を
実

現
さ
せ
て
伊
達
家
の
安
泰
を
図
っ
た
。

そ
の
間
、
長
井
・
大
森
（
福
島
市
）
亘

理
の
諸
城
主
を
経
て
、
片
倉
家
初
代

の
白
石
城
主
と
な
っ
た
。
時
に
四
十

七
歳
、
そ
の
後
十
二
年
に
し
て
病
没

し
、
彼
の
創
建
し
た
傑
山
寺
本
堂
裏

に
葬
ら
れ
た
。
彼
の
死
亡
直
前
、
元

和
元
年
の
一
国
一
城
令
に
も
拘
わ
ら

ず
白
石
城
は
仙
台
藩
内
の
二
城
の
一

と
し
て
の
存
続
が
決
定
さ
れ
た
。
明

　
　
ぽ
し
ん

治
の
戊
辰
戦
争
（
］
八
六
八
）
に
本

城
が
東
北
の
軍
事
拠
点
と
な
る
機
運

は
こ
の
時
か
ら
胚
胎
し
た
の
で
あ
る
。

・
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o
児
童
図
書
三
十
六
冊
　
白
石
青
年

会
議
所
　
O
カ
ラ
ー
T
V
一
台
　
白

川
武
田
早
八
、
白
川
小
備
付
　
o
遊

具
ス
ベ
リ
台
他
　
蔵
王
地
区
代
表
岡

部
捨
雄
　
蔵
王
分
校
設
置
　
o
自
動

点
滅
器
三
十
個
　
東
北
電
力
白
石
営

業
所
　
o
現
金
三
万
円
　
本
町
高
橋

常
吉
　
交
通
遺
児
援
助
資
金
と
し
て

○
噴
水
器
一
式
　
大
正
二
年
同
年
会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
　
o
現
金

百
万
円
　
本
町
朝
倉
松
吉
　
図
書
館

備
付
図
書
購
入
と
し
て
　
o
交
通
事

故
防
止
看
板
　
本
町
高
橋
幸
一
郎

越
河
小
前
に
設
置
　
○
上
戸
沢
部
落

縮
尺
図
　
七
十
七
銀
行
　
o
現
金
五

万
円
　
本
町
高
橋
幸
一
郎
　
ね
た
き

り
老
人
の
援
護
費
と
し
て
　
o
印
刷

機
及
び
図
書
　
東
小
路
佐
竹
貞
雄

白
中
実
務
学
級
教
材
　
○
図
書
及
び

書
庫
　
斎
川
大
槻
直
雄
　
斎
川
小
備

付
　
o
田
七
七
五
平
方
米
　
深
谷
日

下
賢
一
　
深
谷
保
育
園
建
設
用
地
と

し
て
　
O
傘
三
十
本
　
大
陀
沢
阿
部

操
　
大
鷹
沢
小
備
付
　
○
ビ
デ
オ
モ

ニ
タ
ー
一
台
　
大
府
沢
小
四
十
七
年

卒
業
生
　
大
鷹
・
沢
小
教
材
　
O
ビ
デ

オ
コ
ー
ダ
ー
他
　
大
鷹
沢
小
創
立
百

年
記
念
事
業
推
進
委
員
会
　
大
鷹
沢

小
教
材
　
○
現
金
五
万
円
　
東
小
路

庄
司
猛
太
郎
　
奨
学
資
金
と
し
て

o
児
童
図
書
　
越
河
二
瓶
晃
［
　
越

河
小
備
付
　
o
時
計
二
個
　
仙
台
市

橋
本
店
　
市
図
書
館
備
付
　
o
現
金

百
万
円
　
白
石
沖
電
気
㈱
　
市
奨
学

資
金
　
○
座
布
団
及
び
花
び
ん
　
大

平
婦
人
会
　
大
平
公
民
館
備
付

○
現
金
三
万
三
千
九
百
五
十
円
　
白

石
古
美
術
愛
好
会
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

備
品
購
入
　
○
遊
具
一
式
　
不
忘
鈴

木
正
作
　
不
忘
分
校
備
付
　
o
放
送

機
一
式
白
中
父
母
教
師
会
四
十
九

年
卒
学
年
委
員
会
　
白
中
備
付
　
Q

八
重
桜
六
本
　
白
石
古
美
術
愛
好
会

公
園
緑
化
の
た
め
　
o
泰
山
木
三
本

白
石
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
緑
化
の

一
助
O
油
画
一
点
“
鉄
板
の
あ
る

庭
”
外
北
小
路
七
宮
城
秀
文
　
市
図

保
育
園
備
付
　
o
水
銀
灯
二
基
　
東

北
道
越
河
作
業
所
　
防
犯
用
　
o
電

気
洗
濯
機
　
白
石
電
化
サ
ー
ビ
ス
ス

ト
ア
，
北
保
育
園
備
付
　
o
現
金
百

万
円
　
沢
端
銭
谷
周
治
郎
　
市
図
書

館
図
書
購
入
の
た
め
　
○
温
湿
度
計

本
町
長
橋
時
計
店
　
市
図
書
館
備
付

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
用
具
一
式
白
石

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
第
一
児
童
館

備
付
　
o
フ
エ
ン
ス
五
十
競
　
横
浜

市
渡
辺
正
美
　
深
谷
小
設
置
　
o
野

附寄

ありがとうございます

昭和48年9月より、昭和50

年3月までの間に、次の方々

より各施設の充実や、奨学資

金等の指定寄附がありました

ので、ご報告すると共に、ご

厚意に感謝申上げます。

記載順は、寄附品目、寄附

者名、寄附目的になっており

敬称は省略いたしました。

書
館
備
付
　
o
近
代
こ
け
し
“
宴
の

花
”
越
河
渡
辺
正
雄
　
市
長
室
備
付

○
現
代
百
科
事
典
　
仙
台
市
㈱
高
山

書
店
　
o
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
　
中
町
㈱

高
甚
本
店
　
市
図
書
館
備
付
　
○
応

接
セ
ッ
ト
一
揃
　
本
町
半
沢
政
人

○
世
界
地
名
大
事
典
　
仙
台
市
㈱
宝

文
堂
　
市
図
書
館
備
付
　
○
油
絵
用

額
　
外
北
小
路
宮
城
秀
文
　
市
図
書

館
備
付
　
o
現
金
三
万
五
千
円
　
福

岡
柴
田
忠
雄
　
奨
学
資
金
　
o
子
供

み
こ
し
一
連
　
仙
台
市
㈱
東
北
放
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

球
用
具
一
式
白
石
北
ロ
！
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
　
青
少
年
ホ
ー
ム
備
付
　
○

遊
具
品
十
｝
点
　
白
石
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
　
刈
田
病
院
分
校
備
付
　
○

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
ー
　
白
石
ロ
！
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
　
刈
田
病
院
分
校
備
付

o
水
銀
灯
　
東
北
電
力
㈱
白
石
営
業

所
　
防
犯
用
　
o
食
器
戸
棚
　
越
河

小
職
員
一
同
　
越
河
小
備
付
　
O
大

時
計
　
越
河
東
山
正
孝
外
十
名
　
越

河
小
備
付
　
o
鋼
板
製
校
章
一
基

越
河
佐
藤
功
　
越
河
小
設
置
　
o
テ

レ
ビ
・
越
河
永
山
本
店
　
越
河
小
備

付
Q
テ
レ
ビ
越
河
佐
藤
未
蔵

越
河
小
備
付
　
○
テ
レ
ビ
　
越
河
二

瓶
清
作
　
越
河
小
備
付
　
o
テ
レ
ビ

越
河
永
山
勇
　
越
河
小
備
付
　
○
テ

レ
ビ
　
越
河
大
槻
慶
治
郎
　
越
河
小

備
付
　
o
テ
レ
ビ
　
越
河
制
野
正
光

越
河
小
備
付
　
o
児
童
図
書
百
冊

越
河
高
野
正
司
　
越
河
小
備
付
　
O

児
童
図
書
百
冊
　
越
河
八
島
正
四

越
河
小
備
付
　
o
書
架
三
台
・
書
籍

百
冊
　
白
石
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

市
図
書
館
　
○
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
及
び

桜
十
三
本
　
白
二
小
二
十
周
年
記
念

実
行
委
員
会
　
白
二
小
備
付
　
o
電

気
時
計
一
個
　
駅
前
白
石
珠
算
学
院

菅
野
文
夫
　
白
二
小
備
付
　
○
現
金

百
万
円
　
本
町
朝
倉
松
雄
　
老
人
福

祉
そ
の
他
の
経
費
　
o
現
金
五
万
円

本
町
長
橋
欣
一
　
市
奨
学
資
金
　
o

日
本
人
形
　
桜
小
路
今
野
せ
い
　
福

祉
セ
ン
タ
ー
備
付
　
o
現
金
五
万
円

中
町
山
田
京
蔵
　
老
八
ク
ラ
ブ
連
合

会
事
業
費
　
○
現
金
百
万
円
　
白
石

砂
利
砕
石
㈱
　
会
社
創
業
七
周
年
記

念
　
o
現
金
五
万
円
　
中
町
山
田
京

蔵
　
市
奨
学
資
金
　
o
藤
棚
・
休
石

大
正
三
、
四
年
生
同
年
会
　
福
祉
セ

ン
タ
ー
備
付
　
o
回
施
器
池
三
点

八
宮
牧
野
農
協
　
八
宮
分
校
設
置

o
鉄
製
吊
輪
一
基
弥
治
郎
新
山
左

内
八
宮
分
校
設
置
○
シ
ー
ソ
ー

一
基
仙
南
建
鉄
㈱
八
宮
分
校
設

置
　
o
展
示
用
パ
ネ
ル
八
枚
　
中
町

㈱
高
甚
本
店
　
図
書
館
備
付
　
○
書

籍
　
外
北
小
路
銭
谷
周
治
郎
　
図
書

館
備
品

従業員の確保に国の退職金制度を

中小企業にも、国の援助で大企業なみの魅力ある退職

金が支給できるようにという趣旨で作られ、国から補

助金が出ている唯一の退職金制度です。

　くわしくは、市役所商工観光課へ

毅・梨
　
　
¢
奮

躰企蒙
琳、

8

‘
工
剛
毫

　　　国勢調査
　昭和50年10月1日実施

　みなさんのご協力を

おねがいします。

198・22。29

2・9916・23

2・9・16・23

　｝
置黛

4・11・18・

5・12。19・26

6・13・20。27

5。12・19・26

4・11・18。

4・11・18・

2・9・16・23

6・13・20・27

5・12。19・26

2・9。16923

騨灘鱒碁轟懲農聾

本舞踊
道裏干家流

　　　理
道池坊
道小原流
　　　裁
　　　謡
ボンフラワー

交ダンス
ォークダンス

ター愛好会

　　　道
ンポン

日
茶
料
華
華
和
民
リ
社
フ
ギ
剣
ピ

房一｝｝調今月の納期“一｝噸
1　　　　　　　楠　　　l
l固定資産税　弟3期　1
1国民年金第2期l
l　　　　　　　　　　（7・8・9月）　　1

塵　　　　　　　　　　　　　　饗

蘇羅葦蹴晦耀磁

　．．欝鰻灘、筆、難望藤醸壽灘鼎鎌

　働く婦人の方々の教養講座第2

期生を募集しております。

　10月より3ヵ月間、次の講座を

開催いたします。お友達お誘いあ

ってご応募ください。

時　　間

9：30
　　～12：00

9＝30
　　－12＝00

13：00
　　～15＝00

10100
　　～15＝00

10＝00
　　～15：00

13＝00
　　－15100

13＝00
　　～15＝00

実施日

第1．3

日曜日

第1．3

日曜日

毎週
土曜日

第4
木曜日

第3
日曜日

毎週
土曜日

第4
土曜日

募集
人員

20人

講座名

　
流

　
家

道
干

茶
裏

20人

20人

20人

20人

20人

華道

小原流
きもの着
付け講座

料理・
健康教室

科理・
健康教室

手芸教室

20へ本を読む会

レ申込方法

　働く婦人の家に備え付けの用紙

に記入の上、提出してください。

〉締切り日

　9月15日まで、先着順に受付け

いたします。

たばこは市内で買いましょう

9月の相談目

　場　　　　　所

市役所市民相談室

藺顕斤第2会議室

市役所

問日寺木目談日

13：00～15：0013

10：00～12＝OO5・16・25

10：00～15：0022

市役所福祉事務所

市役所

10：00～12＝OO2・16
10：00～12：0G5

市役所福祉事務所9：00～11：003

相談区分
行　政　相　談

定期生活相談

社会保険相談
高齢者職業紹介

人権無料法律
補聴器巡回サービス

糞
羨

髪W竃

聡翼一然
　白石市緑ヶ丘（寿山団地）に県

住宅供給公社が宅地造成しており

ましたが、この程完成しました。

　今回の分譲は建売住宅のみで、

宅地のみの分譲はいたしません。

　建売住宅は生命保険付きの特約

分譲を計画しておりますので、市

内居住者で希望される方は、下記

により説明会を行いますので聴取

されますよう、お知らせいたしま

麗灘
9・23
5・19
2・17
3・17

書道・囲碁・将棋

民謡・謡曲・詩吟

　　生花・茶道

　　　　盆栽

　　白石市の人口
　　　　　　　8月1日現在
総人口　　41，192人

　男20，049人
　女21，143人
世帯数　　9，891世帯

広報紙はみんなが待って

お1》ます。　すぐお隣へ

　、各種の大切な通知が広報紙

に掲載してあります。

　市では、一日も早く全家庭

に広報紙をお届け出来るよう

に、発行日（1日・田目）に

は、各行政区長さんにお届け

し一ております。

　市民一人一人の心がけで、

一日も早く全家庭に配付出来

るよう、ご協力をお願いいた

します。

9



50．9．1

月日

9．1

1

2

2

3

3

4

8

8

9

9
10

11

17

17

18

22

22

23

25

26

26

行事内容

健康相談
妊婦相談
健康相談
妊婦相談
健康相談
妊婦相　談

3ヵ月児検診

健康相談
妊婦相談
健康相談
妊婦相　談
12ヵ月児検診

3ヵ月児検診

健康相談
妊婦相談
6ヵ月児検診

健康相談
妊婦相談
3歳6ヵ月児検診

6ヵ月児検診

健康相談
妊婦相　談

受付時間

9＝30～11二30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14＝00

9：30～11：30

13＝00～14：00

13：00一一13：10

9：30『11：30

13：00～14＝00

9：30～11：30

13：00～14＝00

13：00～13：！0

13：00～13：IO

9：30～11：30

13：00～14：00

13：00～13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

12＝30～13：00

13：00～！3：10

13＝00～15＝00

13：00～15＝00

場　　　所

白石市役所
白石市役所
越河出張所
越河出張所
大鷹沢出張所

大雁沢出張所

白石保健所

大　平　分室

大平　分室
白川出張所
白川出張所
市　民　会　館

白石保健所
福　岡　分室

福　岡　分室

市　民　会館

斎川出張所
斎川出張所
白石保健所

市　民　会館

小原元診療所

小原元診療所

対 象 者

白石地区の方

白石地区の方

越河地区の方

越河地区の方

大鷹沢地区の方

大鷹沢地区の方

5月出生者で越河，斎川，
福岡，小原地区の方

大平，大鷹沢，白川，

大平地区の方

大平地区の方

白川地区の方

白川地区の方

昭和49年8月出生の方

5月出生者で白石地区の方

福岡地区の方

福岡地区の方

3月出生者で白石地区の方

斎川地区の方

斎川地区の方

昭和47年3月出生の方

3月出生者で越河，斎川，
福岡，小原地区の方

大平，大鷹沢，白川，

小原地区の方

小原地区の方

　心臓の悪い人が一度にたくさん食べると、心臓に負担
かかかって悪化させます。消化のよいものを、腹八分目
にとどめましょう。

　食　　塩
　日本人に脳卒中が多いのは、一つには食塩をと1）すぎ
ているからです・食塩のとりすぎは血圧を上げます・私
たちは一日にだいたい20グラムをとっていますが、三分
の一（小さじ約1．5杯）で十分です。

　米飯・甘いもの
　ごはんの主な成分である炭水化物をよ．3坑にとりすぎ
ると体内で中性脂肪となり、血管の壁にたまって動脈硬

化を促進させるだけでなく、太りすぎの原因ともなりま
す。太りすぎは高血圧をまねきます。菓子などの甘いも
のも同様。

　動物性脂肪
　コレステロールを多く含んだものをたくさん食べすぎ
ると、血液中のコレステロールがふえ、動脈硬化を起こ
しやすいといわれています。バター、肉のあぶら身、卵
黄、魚類の卵、レバーなどに多く含まれています。
　辛いもの
　カレー、わさび、とうがらし、こしょうといった刺激
物も高血圧の人にはよくありません。

9月の休日当番医
目

7
14

15

曜

日

日

祝

内　　　科

柿崎医院⑤2210
芭　医　院⑤2410

大沼医院⑤2210

外　　　科

刈田病院⑤2145
宮城医院⑤2062
加藤（幻医院⑥2653

目

21

24

28

曜

日

祝

日

内　　　科

亘理医院⑥3355
水野医院⑤2735
加藤（司）医院⑤2001

外　　　科
刈田病院⑤2145
朝倉病院⑤2101
銭谷医院⑤2010

※都合により変更になる場合もあゆます。

■回


